
第31 回 総会〕 家庭経営･家政学原論･家族関係　223

E－29 剰i､婦人の宣名に浹}ずる声葱 綱麦　ず2 報 乳易£心つ蚕粍の良労[<■
名有屋刄 ・淵療昌｝,  誉知療友　 吽田芦,3-

奢知載唐丸　 野田噛智3-　南掃嗜好

つ い て

回的 乳 刄l 参 っ刎

窟蒼葦 さ 飢 に>L  酔予想さ収^  ．そこで≒ キ癩z･' 1$. .   この吟m の母擬 唾ﾖ 覚症炭調 象を行

なり.  その疲 労 の爽 態-L 明 らヵ巾 レ ふう と試み に ．

方法 調 査時期 町ﾀｸ 揖M 月t 吻i)  
■
 欄 鷹僻 象i≪系c 屡印 内．参観 可 有所i'ii 児^%

け1 働くぞ親 で必0  . 細叙 式フ ッヤ → 二調'trr-よろ 。i司 妓i り μ み ぐ釧 津ｸ 灯 勾T･

あ っTc ， 知覚症 沢調-6.3; . 工群 斟 ネ的疲労 い7 項 回 ） ，i 群精神 的漢 労 レ ク眼目卜 皿辨

知 割り 遺和 惑 いｸ 項 目 ）ヵり 却 に 平ﾖ の朝起 床時 ヒ庭 就 寝時 ＼噴 ンヽ,・ 依 報 しTこ．

卵 巣　1  .醐森吠 や･な<  夜 在状 のめ3  りの £一 日の喪 労とみ びすと. 一回 の変声 と しーて押

之奉 の南 口（ タ芦 以こ ）瓊 剛 ま, 工群７･･は 禰･-  なりTフロj  (  がμ)  ,  ゛回か･･つや･iM ^  j

（ 忿 ％）,   ”足球ぢゐいj    C 剪％ ） バ' 全身*vで ’? 1し(  ^ μ ク フ･あ り. 工群 で ぶT- o ら

いら-i 3-1   (ぷ'/o)    ,   "-根 気介な<  な 各● ぐμ かつ てヽあ0  ･ 31:群でa  f 肩 官 こ? ■ J   い φ ズ

"" 陣扮いK 口j    ( タ 舛）であ^  ，2 測 賃ﾏ･･ r. 症吠 詐･あ り夜 も彪ぼ の り列ﾌ の と薔瀕 さin.

官疲労とみ な すと ，畜嫌 裴 抒ヽと.し て僻え卑 の系 ＼）に み 以 ニ･)項 目は ．I 群 でMJr 収£()

」（ ぶ ％じ）,   f-渦くａ･介永,る よ（x/%) ）? め り ，1 芦 でm 当爛 目は 右く,  Ⅲ臍で は^ 肩

が こ3j  しx<i％ノ1･･ り%  ，a. こ帆り の項 目I' つい1,  ^ 親 副の
～m

 とし･x 耳命 ・刄 業ヽ・

ill?い 掌犀 なご ，3 捌 の乖fflとし て^ 磋枚･  求 ｝の 篠今u  c･. 家庭刷 の零 囚とレt  良族 彩

笥 ・尺 の弘*.  ■ 良 ．鰯 ヴ刄と･とと0  知 ず. 総合 的 な分芦 を試 み へ

E－30 生捧保貪 世孝の奈庭鰹佛C  f ／林 ）
北海羞取 育　清野察命

0 的　生潅保趨卑*^"'年々増ｶﾘS  峠 紐 こﾀ)ツ.   I呆政 世苓数型則 色今衣'穆 でヽ れ/*.", 南々

渚，母 孔 侈病傷t  の 啼が今い。こn ら の/ 世帯当'ト（ 動 バ リ ロ たか 子測？れろこ

と[i.  生活保馥状鴎t･ヽ ら購 即出来/こくいということで吻 ゐ。 これらの銑玄嗜水呼にあゐま

海保趨世帯(^ 知 ｶﾞをt 潅漕 の象庭政參 幻L 場rU だi.  ゐ．

ぢ泌　(I)北海査おり:S a ,くjコ-B, 3り 隣ぶ斤の陣f^専 で■'Mm  I t=績果，運勢地 と琢丿て
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